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１．専門作業療法士の新規審査申請
☆生涯教育手帳移行後は、受講記録を用いての新規審査申請はできません。本手続き方法に沿って申請し
て下さい。

【申請可能かの確認】

新規審査申請要件
（1）申請時において、認定作業療法士であること
（2）申請時において、各分野の定める取得要件２のすべてを満たしていること（研修実践20専
門単位以上、臨床実践20専門単位以上、研究実践10専門単位以上、教育と社会貢献の実践10専
門単位以上）

＊(2)の研修実践には、会員ポータルサイトの情報が必要となります。
(2)の研究実践の事例報告では、学術部事例登録制度への登録と学術誌への事例報告掲載の2つ
の方法があります。認定作業療法士取得時の学術部事例登録制度への登録事例が申請する分
野の事例である場合は代替が可能です。
学術部事例登録制度の詳細に関してはOT協会ホームページを事前に必ず確認してください。
https://www.jaot.or.jp/academic_committee/



（１）専門作業療法士研修受講履歴の印刷方法
会員ポータルサイトの個人ページにログイン

①ログインした後の画面
左上のサイトメニューを
クリック

会員番号、氏名



生涯教育の受講履歴にアクセス

②生涯教育を
クリック

③受講履歴を
クリック



受講履歴の専門作業療法士へ

④専門作業療法士を
クリック



専門作業療法士専門基礎研修・
専門応用研修のページを印刷

⑤▼をクリックし分野を選択



専門作業療法士専門基礎研修・
専門応用研修のページを印刷

【摂食嚥下の例】
⑥右クリックで印刷を選び、ページを印刷



（２）会員証の印刷方法

①会員証をクリック

②印刷をクリック



（3）専門作業療法士資格新規取得審査申請の
必要書類

共通申請書類

①専門作業療法士資格審査申請書及び書類確認用紙

（様式：専OT-1-1、専OT-1-2）

②作業療法士免許の写し

③認定作業療法士認定書の写し

④日本作業療法士協会の該当年度会員証の写し

⑤専門作業療法士研修 会員ポータルサイト受講履歴を印刷したもの

⑥都道府県士会の会員歴証明書

⑦資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し

＊④と⑤は会員ポータルサイトから印刷する

①は該当する分野の「専門作業療法士への道各論」の申請書類一式からコピーし
使用する



（4）専門作業療法士資格認定審査申請の
必要書類

分野別申請書類

①研修実践に関する報告書（様式：専OT-2-1）

免除等を証明する書類

②臨床実践に関する報告書（様式：OT-3-1）

勤務証明書（非常勤勤務証明書含む）

③研究実践に関する報告書（様式：専OT-4-1）

論文、著書、抄録の写し

④事例報告 学術部事例登録制度の登録事例の写し、学術誌に掲載された事例報告の文献の写し

⑤教育と社会貢献の実践に関する報告書（様式：専OT-5-1）

証明する書類等

＊該当する分野の「専門作業療法士への道各論」の申請書類一式からコピーし使用する

＊分野によって必要書類が異なる場合があるので注意すること

＊複数分野の申請を行う場合、研究実践、事例報告や教育と社会貢献の実践を重複して使用すること
はできない。それぞれの専門分野で研究実践、事例報告や教育と社会貢献の実践の実績が20専門
単位以上必要となる。



専門作業療法士資格審査申請書類確認用紙の例
(様式OT-1-1）

生涯教育手帳
専門作業療法
士研修受講記
録から
会員ポータル
サイトの専門
作業療法士研
修のページの
印刷に変更

書 類 名
枚数

（本人記入）

確認
（チェック
✔）

（本人記入）

事務局確認

専門作業療法士資格認定審査 共通申請書類

1．専門作業療法士資格認定申請書類確認用紙 □ □

2．専門作業療法士資格認定審査（試験）申請書 □ □

3． 作業療法士免許の写し □ □

4．認定作業療法士認定証の写し □ □

5．日本作業療法士協会の当該年度会員証の写し □ □

6．専門作業療法士研修 会員ポータルサイト受講記録 □ □

7．都道府県士会の会員歴証明書 □ □

8. 資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し □ □

専門作業療法士資格認定審査 分野別申請書類


